
あ外交における外国人叙勲の意義

我が国の政治・外交，産業経済，学術文化等の発展に寄与するなど
顕著な功績を有する外国人に対する顕彰

親日家の育成・拡充，各国・各地における日本の発信力強化にも資する等

外交上の強力なツール
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あ外国人叙勲の種類

功績叙勲

儀礼叙勲

日本人に対する春秋叙勲と時期を併せて定期
的に実施

相互主義に基づき，国賓等の来日，天皇皇后
両陛下等の外国訪問の機会，特定国の駐日
大使館の外交官（駐日大使，武官）等が離任す
る機会に実施
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（107） （112）

（144）

（190）

外国人叙勲 受章者数推移

資料２



あ春秋外国人叙勲の特色

①在外の者はおおむね５０歳以上 ②在日の者はおおむね６５歳以上

欧州 アジア 北米 中南米

アフリカ 中東 大洋州

平成２７年秋の叙勲: 地域別割合叙勲受章者およびその出身国・地域

出身国・地域は，欧米アジア諸国が多い

（平成２７年秋の叙勲：計８９件中 欧州３２件，アジア２３件，北米１８件）
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【旭日章：外国人】

旭大

旭重

旭中

旭小

旭双

旭単

【旭日章：日本人】

外務大臣表彰，在外公館長表彰との連携

叙勲受章者の勲等

旭日大綬章 １２ 旭日重光章 １３
旭日中綬章 ２２ 旭日小綬章 ２５
旭日双光章 １０ 旭日単光章 ０
瑞宝双光章 ６ 瑞宝単光章 １

（平成２７年秋の叙勲 計８９件）

平成２７年秋の叙勲: 勲等別割合

（１）

（２）

我が国の政治・外交，産業経済，学術文化等の発展に寄与するなど顕

著な功績を有する者 （首相経験者，閣僚，国際機関関係者，大学等

教育関係者，医療・社会福祉事業関係者，経済・企業関係者，二国間

友好団体関係者，日系社会関係者，文化関係者，名誉総領事，在外公

館関係者等）。



対外関係の諸分野において多大な貢献をなし，特に顕著な功績のあった個人及び

団体に対する顕彰

国際関係の様々な分野で活躍している表彰者の功績を称え，その活動に対する
一層の理解と支持を国民各層に発信

年一回 外務省記念日（毎年７月）にあわせ行う

以下の分野で顕著な功績者（団体）
諸外国との相互理解及び友好親善の促進
経済，技術協力等国際協力の推進
対外経済の発展
国際連合等国際機関の活動
広報・文化事業の振興
領事，移住業務の遂行
その他対外活動を通じ国益の増進に貢献

20年
度

21年
度

22年
度

23年
度

24年
度

25年
度

26年
度

27年
度

外国人 36 20 16 41 23 41 42 55

日本人(含む日系人） 17 47 42 27 45 56 66 61

団体 26 25 39 30 18 31 30 39
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在外公館の任務の遂行に協力し，特に推奨するに値する顕著な貢献又は善行を
行ったと認められる個人及び団体に対する顕彰

在外公館長の判断で適時に実施

以下の分野で特に推奨するに値する顕著な
貢献を行った功績者（団体）

諸外国との相互理解及び友好親善の促進

経済，技術協力等国際協力の推進

対外経済の発展

国際連合等国際機関の活動

広報・文化事業の振興

領事，移住業務の遂行

その他対外関係を通じた国益の増進

20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年

外国人 11 34 64 15 64 32 40 96

日本人(含む日系人） 24 47 26 12 21 61 47 53

団体 9 36 11 10 32 15 78 116
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～勲章伝達式～
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功労概要：
我が国が推進する
人間の安全保障
の主流化に寄与

コスタリカ外務省における伝達式

多くの関連記事
が掲載された
他,コスタリカ外

務省もＨＰのトッ
プに式典写真を
掲載し,プレスリ

リースを発出す
るなど,大きな反
響があった。

ソラーノ外相代行： 「平和、人権、民主主義及び国際社会との
連帯を基調とする偉大な日本国からの今回の授章の意義は,極
めて大きい。」

平成２６年秋 旭日重光章
ソニア・ピカード氏

（コスタリカ人：現 国連人間の安全保障
諮問委員会議長，元 人間の安全保障
委員会委員，元 米州人権機構理事長）

２０１４年

平成２７年秋 旭日重光章
ソフィアン・ワナンディ氏

（インドネシア人：元 インドネシア経営者協
会会長，現 副大統領首席専門補佐官，
元 国民協議会議員）

功労概要：
日本・インドネシア
間の経済関係強
化に寄与

大使公邸における伝達式

ユスフ・カッラ副大統領： 「インドネシアと日本の関係をここまで
の状態にするのに貢献したのはソフィアン・ワナンディ氏以外に
はいない。また同氏以上に日本の政界，実業界に長きにわたり
精通している人物はいない。」

インドネシア各紙において大きな見出しで，紹介された。



平成２７年春 旭日中綬章
ピーター・オマリー氏

（米国人：元 ロサンゼルス・ドジャース
社長兼オーナー）

功労概要：
野球を通じた日本・ア
メリカ合衆国間の友
好親善の促進及び我
が国野球界の発展に
寄与 ドジャース球場において，３～４万人の観衆の中で

実施された伝達式

オマリー氏： 「すばらしい式典を開いてもらい感謝している。日本の野球界に
貢献でき，一生涯の友人にも巡り会うことができた。野球により，私は日本の野
球界に貢献でき、野球は私にとって日米の架け橋になってくれた。」

スクリーンでーし上映さ
れた

伝達式において，オマリー氏と親交の深い，
長嶋・巨人軍終身名誉監督と王・ソフトバンク
球団会長からのビデオメッセージが，会場の
電光掲示板に映し出された。

式の模様は日米両国において報道され，野
球を通じた日米交流の姿がアピールされた。

２０１４年

平成２７年春 旭日中綬章
ユーリ・ハトゥエヴィチ・
テミルカーノフ 氏

（ロシア人： 現 サンクトペテルブルク・
フィルハーモニー交響楽団首席指揮者，
現 同芸術監督）

功労概要：
日本・ロシア間の
音楽を通じた交流
及び相互理解の促
進に寄与

ショスタコーヴィチ記念サンクト
ペテルブルク・フィルハーモ
ニー・大ホールで行われた伝達
式の後，報道陣からのインタ
ビューに答えるテミルカーノフ氏

テミルカーノフ氏： 「日本はイタリアそして祖国のロシアと
並んで自分が愛する国であり，このような叙勲を授かり大
変嬉しく思う。日本人がかねてより日本人としての姿，自
国の文化を保っている点で，日本は特別な国である。」

伝達式の様子，テミルカーノフ氏のインタ
ビュー内容は，新聞，テレビ，通信社な
どで大きく取り上げられた。
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